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平成 16 年７月 28 日

各  位 

 

 

７月社長記者会見 

 
 
１．相場報道システムの障害について 

 

 

２．主要な事業活動の前提となる事項等の審査の導入に伴う「有価証券上場規

程」の一部改正等について 

＜資料１参照＞ 
 

３．役職員の株取引規制について 

＜資料２参照＞ 
 

４．新合同検査実施要綱について 

＜資料３参照＞ 
 

５．名証ＩＲエキスポ２００４開催結果等について 

＜資料４参照＞ 
 

 

以 上



主要な事業活動の前提となる事項等の審査の導入に伴う 

「有価証券上場規程」の一部改正等について 

 

平成16年７月28日 

株式会社名古屋証券取引所 

 

１．改正趣旨 

新規上場から間もない企業において、主要業務の遂行に不可欠な行政庁の許認可等の継続に支

障を来す要因が発生し、営業活動の大部分が停止するなど、企業の存続に重大な影響が生じる事

態となることを防止するため、許認可等をはじめとする新規上場申請者の企業グループの主要な

事業活動の前提となる事項に支障を来す要因が発生していないこと及びその内容が投資者に対し

適切に開示されていることを上場審査の要件とするとともに、新規上場申請者が上場審査に関し

て提出する書類等の信頼性を高めるため、宣誓書の提出を求めることとする。 

 

２．改正概要 

(1) 主要な事業活動の前提となる事項の継続性に係る上場審査の導入

新規上場申請者の企業グループの主要な事業活動の前提となる事

項について、その継続に支障を来す要因が発生している状況が見ら

れないことを上場審査項目として設けることとし、新規上場申請者

から当該事項に関して記載した書面の提出を求め確認することとす

る。 

 

(2) 主要な事業活動の前提となる事項の継続見込みに係る開示の審査

の導入 

新規上場申請者の提出する上場申請書類のうち企業内容の開示に

係るものに新規上場申請者の企業グループの主要な事業活動の前提

となる事項に関する有効期間、取消事由及び当該要因が発生した場

合に事業活動に重大な影響を及ぼす旨等が分かりやすく記載されて

いることを上場審査項目として設けることとする。 

 

(3) 宣誓書の提出 

① 新規上場申請者が上場申請を行う際に、提出する書類に記載し

た内容がすべて真実である旨などを記載した当取引所所定の宣誓

書の提出を求めることとする。 

② 上場会社が当該宣誓書において宣誓した事項について重大な違

反を行った場合には上場を廃止することとする。 

 

（備   考） 

 

・有価証券上場規程に関

する取扱い要領２(3)

ｃの２、株券上場審査

基準の取扱い１(2)ａ

(d)等 

 

 

 

・株券上場審査基準の取

扱い１(2)ｃ(a)等 

 

 

 

 

 

・有価証券上場規程第３

条の２等 

 

・株券上場廃止基準第２

条第12号 

 

資料１



(4) その他 

市場第二部銘柄から市場第一部銘柄への指定審査及び上場市場の

変更審査においても上記１～３と同様の対応を行うなど、所要の規

定整備を行う。 

 

３．施 行 日 

平成16年８月２日から施行する。 

 

 

以  上 



平成 16 年 7 月 28 日 

各 位 

株式会社名古屋証券取引所 

 

 

 

役職員の株取引規制について 

 

 

当取引所は、市場開設者として透明性・信頼性を高める観点から、役職員の

株取引規制に関する規程を新たに定めることとしましたのでお知らせします。 

 

 

【概 要】 

 

規 制対象者 ： 常勤取締役、常勤監査役、執行役員、社員、当取引所と雇

用契約を締結している全てのもの 

 

 

規制対象取引 ： 国内上場株券等エクイティ商品、信用取引・先物取引等 

 

 

規 制 内 容 ： 如何なる名義を用いるかを問わず原則売買禁止 

 

 

施 行 日 ： 平成１６年９月１日 

 

 

以 上 

資料２ 



 

新合同検査実施要綱について 
平成１６年７月２８日 
株式会社名古屋証券取引所 

項   目 内        容 備   考 
 
１．基本的な考え方 
 
 
 
 
２．検査対象会社 
 
 
 
 
３．検査対象会社の選定

方法 
 
 
 
 
 
 

 
取引参加者の検査負担の軽減を図りつつ、検査の実効性・効率性

を高めるため、一般考査について、日本証券業協会と同時に臨店し

て一体的に行う合同検査（以下「新合同検査」という。）を実施す

る。 
 
総合取引参加者及びＩＰＯ取引参加者に対する一般考査につい

ては、すべて新合同検査によって行う。 
 
 
 
各機関の直近における検査からの経過期間等を勘案し、その必要

性が高いと判断される会社から順次実施する。 
 
 
 
 
 
 

 
・ 必要に応じて、他の証

券取引所も含めた新合同

検査を実施する。 
 
 
・ フォローアップ考査及

び特別考査については、

原則として単独で行うも

のとする。 
 
・ 前回検査からの経過期

間の長さ、前回検査結果

の内容、証券取引等監視

委員会の検査結果等の状

況を勘案し、検査の必要

性が高いと思われる会社

から順次実施する。 
 

資料３



 

 
４．検査期間及び検査員

等 
 
 
 
５．検査対象期間 
 
 
６．検査のための資料 
 
 
 
７．検査実施通知 
 
８．調査作業の分担 
 
 
９．検査結果の分析作業

の共同化等 
 
 
 

 
取引参加者の規模等、その実態に応じて検査期間及び検査員数を

決定する。 
 
 
 
 原則として、検査着手日が属する月の前月の末日からさかのぼっ

て１年間とする。 
 
 臨店検査に際して各機関が現在検査対象会社から提出を求めて

いる資料について一本化するとともに、検査会場に用意していただ

く資料も効率化するなど、全体として資料の大幅な削減を図る。 
 
 各機関の連名により検査実施通知を行う。 
 
 各機関による調査の重複等を回避するため、法令の遵守状況に関

する調査作業は各機関で分担して行う。 
 
 検査で発見した事案の分析に際しては、各機関が共同で行う。ま

た、検査において認められた法令違反については各機関がその内容

を共有し、法令違反等に対する措置については、現行どおり各機関

が必要と認める措置を行う。 
 

 
・ 各機関が単独で検査を

実施していた場合の規模

を大きく上回らない程度

とする。 
 
 
 
 
・ 資料説明及び資料受領

についても、各機関合同

により行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
10．検査結果通知 
 
 
 
11．実施時期 

 
 各機関連名により検査結果通知を行う。 
 
 
 
 平成 16 年９月に実施する検査から新合同検査を行う。 

 

 
・ 検査終了後の講評につ

いても、各機関合同によ

り行う。 
 

以   上 



 

平成１６年７月２８日 

各 位 

株式会社名古屋証券取引所 

 

名証ＩＲエキスポ２００４開催結果等について 

 

１．開催結果について 

（１）開催イベント概要 

開催イベント 開 催 日 開催場所 出展企業数 対前年増減

７月１６日（金）基本イベント 

７月１７日（土）
名古屋国際会議場 ９３社 ＋１８社

 

（２）来場者数 

開催イベント 開 催 日 来場者数 対前年増減

７月１６日（金） [アナリスト等証券専門家向け] ６８０名 ＋１００名
基本イベント 

７月１７日（土） [一般投資家向け] ２８００名 ＋１４００名

 

（３）個別企画実施内容 

■基本イベント 

７月１６日（金）：アナリスト等証券専門家向け   

・個別面談 

・企業説明会 

・トップ懇親会 

→ アナリストと出展企業の交流の場として、ランチパーティーを実施、また、ＩＲ

エキスポ１０回出展企業７社へ感謝状を贈呈（300名出席） 

 

７月１７日（土）：一般投資家向け 

・自由面談 

・ブースツアー 

・カジュアルミーティング 

・ミニ説明会 

・ニューフェイス・トップインタビュー 

→ 昨年８月以降に上場した企業の社長にご出演いただき、ラジオNIKKEIのインタビ

ュー番組「発掘！未来企業」の公開録音を実施 

･株式講演会（経済評論家：杉村富生氏） 

･証券会社協賛セミナー 

→ 隣接会場にて、証券会社の主催によりＩＲエキスポの協賛イベントとして大規模

なセミナーを実施 

 

資料４



 

２．今後のイベント 

■ 株式投資イブニングセミナー ～名証ＩＲエキスポ ｉｎ ＳＡＫＡＥ～ 

・日   時… ８月19日・23日・26日・30日・９月２日・６日・９日・13日 

（毎週月・木曜日 18:00～20:40） 

・場   所… 名証インフォメーションセンター（ＭＩＣ） 

・来場予定者… 一般投資家 （入場無料・事前予約制） 

・催 事 内 容…【第１部】 地元新聞の経済コラム執筆陣による投資セミナー 

【第２部】 名証上場企業説明会 

 

・出展企業スケジュール 

【第１部】 【第２部】 
開催日 

セミナー講師 企業説明会実施企業 

８月 19 日（木） 細 井 克 己 氏 マルサンアイ・富士精工・進和 

23 日（月） 森  裕 恭 氏 シーキューブ・井村屋製菓・アイシン精機 

26 日（木） 安藤 竹次郎 氏 ＵＳＳ・大同メタル工業・ＶＴホールディングス 

30 日（月） 永 井  功 氏 豊田紡織・日東工業・三谷産業 

９月２日（木） 横 山  貢 氏 ニッセイ・岡谷鋼機・商船三井 

６日（月） 北 川  彰 男 氏 ミタチ産業・リンナイ・中部電力 

９日（木） 中 川  竹 見 氏 サーラコーポレーション・東海物産・グローバリー

13 日（月） 本 田  富 久 氏 丸順・アイホン・トランコム 

 

■ 名証上場企業ＷＥＥＫ ～名証ＩＲエキスポ ｉｎ ＴＯＫＹＯ～ 

・日   程… 12月13日～17日（月曜日～金曜日） 

・場   所… (社)日本証券アナリスト協会会議室 

・来場予定者… アナリスト等証券専門家 （入場無料・事前予約制） 

・催 事 内 容…アナリスト等向け会社説明会 

→ 名証上場企業特集として、(社)日本証券アナリスト協会にてアナリスト

等対象の会社説明会を実施 

・出 展 企 業…アイホン・ＡＳＴＩ・今仙電機製作所・グローバリー・シーキューブ・進和・

太平洋工業・鶴弥・東海物産・トランコム・富士精工・マルサンアイ・丸順・

三谷産業・やすらぎ（計１５社） 

 

 

３．名証ＩＲエキスポ２００５（案） 

■ 名証ＩＲエキスポ２００５開催予定 

日 程…２００５年７月１５日（金）・１６日（土） 

場 所…名古屋市中小企業振興会館（吹上ホール） 

 

 

以 上 


